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論文の内容の要旨
　本論文は，音楽情報を獲得するための知的システムDAPHNE（Dec1班ativeAna1ysisofPhrasi㎎aNdExpressioΩ）
について，システムの目標，設計，構成，評価，応用を述べたものである。
　著者の所属している研究グループはピアノ等のアコースティック楽器による芸術的な演奏の自動生成を目標と
して音楽情報処理研究プロジェクトPSYCHEを推進してきた。今日までに，演奏の自動生成と自動伴奏等の多様
な計算機音楽システムが構築されてきた。PSYCHEでは基本的に楽曲分析システムであるDAPHNEで得られた楽
曲構造情報を中心とする楽曲分析情報を自動伴奏を含む演奏の自動生成や演奏視覚化に用いる。
　DA畷NEは楽曲構造をべ一スとして楽曲分析情報と演奏情報を得るシステムで，楽曲の構造，類似度，演奏表
情に影響を与える構造機能，音楽形式などの分析項目を取り入れている。DAPHNEではこれらを自動的に（一部
はユーザーとインタラクテイブ’に）分析し，結果を得る。構造分析，類似度分析の重要な手掛かりとなる和声情
報を獲得することもできる。また，使い易さを向上するため，実際の楽譜や演奏データの視覚化，演奏の再生な
どを取り入れたユーザインタフェースを提供し，視覚的，聴覚的に有効な分析環境を提供する。ユーザは実際の
楽譜上で分析することや，計算機自動分析の結果をべ一スとして修正することにより，簡単で，迅速な分析が実
現できる。論文では，各項目の自動分析方法とアルゴリズムが詳細に紹介される。
　著者はDAPHNEシステムの基本設計の後半部を行うと共に，Windows98の環境で，DAPHNEシステムを実装し
た。DAPHNEシステムでは，（コード化された）楽譜情報の他に実際の楽譜を使うために，楽譜イメージファイル
と楽譜上の音符位置情報のファイルと演奏者の演奏データが入力情報として使われる。楽曲を分析した結果は，構
造単位の開始位置，終止位置，演奏表情の核となる種都分の番号，類似度，構造機能指定などの情報として，
DAPHNEファイルに保存される。システム内部はGU亙と独立しているため，各分析に対応する部分はコンポーネ
ントとして実装することができ，更新や追加が容易になる。具体的なシステム構成，データ構成，データファイ
ル等も論文に示される。
　現在，DAPHNEで獲得されたデータはPSYC肥プロジェクトの各システムで用いられている。演奏生成システ
ムでは，DAPHNEで得られた楽曲構造や構造機能情報を用いて，アゴーギクに関する演奏上のルールを導き，そ
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のルールを楽麹に適用する際に必要な定量化のためのパラメータ値を決定する。既に導かれている演奏ルールは，
音楽的な言葉で楽曲構造内部におけるテンポの変化を表現し，（パラメータの一部分である）適用位置は，対象楽
曲の楽曲構造によって決定される。このシステムでは，演奏ルールを用いて演奏を生成し，実際のピアニストの
演奏と比較している。
　また，演奏分析を目的とする視覚化システムも作成した。視覚システムではDAPHNEで得られた楽曲構造に基
き演奏データが図形として表示される。このシステムでは，視覚化表示上に構造機能を示すことにより一層演奏
の特徴がわかりやすくなり，演奏パラメータの選択表示により，演奏を様々な角度から捉えることができる。
　さらに，音楽構造の反映に着目しつつ，演奏ルールを用いた演奏生成と協調演奏について，動作の正当性の証
明，及びシステムの改良，拡張，実装を目的としたシステムの論理的表現も試みている。
審査の結果の要旨
　本論文は，楽曲構造に基づいて，楽曲分析情報と演奏情報の獲得方法，及びその情報の相互利用を考慮しつつ，
自動演奏に必要な音楽惰報を獲得するための一定規模のシステムを構築したものであり，システムに読込まれた
楽曲と異版が少数なため使用実験が量的に物足りないものの，その実用上の有効性と有望性を明らかにしたもの
として評価できる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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